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開設の⽬的・概要　等

　本邦におけるパーキンソン病をはじめとした運動障害疾患に対する治療は内科治療，外科治療，理学療法いずれにおいてもほとんど欧⽶における⼤規模試験の結果に基づいたガイドラインにそって⾏わ
れている。本寄付講座の使命として、多くの症例を集めてセンター化し、運動障害疾患に対してどのような治療法が⽇本⼈またはアジア⼈にとって最適であるかを効率的に検討し、そのための全ての治療法
（内科，外科，理学療法）に最先端の知識，技術に精通した医師，研究者を集め，分野横断的な体制で診療を⾏う Movement Disorder Unit (MDU)を設置し、集まった症例に対する臨床
研究を⾏う事で我が国から様々な情報発信できる様な体制作りを主⽬的とする。さらに全国からの医師、看護師、理学療法⼠を対象とした運動障害疾患に対する臨床や研究の教育的センターになること
を⽬指す。
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stimulation in the real world. International Congress of Parkinsonʼs
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神経学会学術⼤会. 2023.06.02, 幕張
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特別講演・
招待講演 1 Oyama G, Kamo H, Iwamuro H, Umemura A, Hattori N. Adaptive DBS in Parkinson Disease From Basic Theory to Clinical Application. MDS-AOS Neurophysiology

of Movement Disorders. 2023.09.26, Seoul

特別講演・
招待講演 2 岩室宏⼀. パーキンソン病の運動合併症をどうコントロールするか︖ 〜薬物療法の動向と新しいコンセプトのDBS〜. DBS Web Seminar, Web配信, 2023年1⽉20⽇

特別講演・
招待講演 3 岩室宏⼀. DBSにおける患者のQOLの変遷と未来︓術後管理の観点から. 第62回⽇本定位・機能神経外科学会, ⼭⼝, 2023年1⽉28⽇

特別講演・
招待講演 4 岩室宏⼀. パーキンソン病に合併する疼痛の背景と治療戦略. Pain Live Symposium, Web配信, 2023年2⽉3⽇

特別講演・
招待講演 5 岩室宏⼀. PDに伴う神経障害性疼痛. 痛みのマネジメントについて考える会, Web配信, 2023年2⽉16⽇

特別講演・
招待講演 6 岩室宏⼀. パーキンソン病の運動合併症に対する治療戦略〜薬物療法の動向と新しいコンセプトのDBS〜. 第6回神経疾患を考える会, Web配信, 2023年3⽉3⽇

特別講演・
招待講演 7 Hirokazu Iwamuro. Clinical interests in the subthalamic nucleus. Multi-disciplinary approach to understand neuronal network architecture for controlling motor
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特別講演・
招待講演 8 岩室宏⼀. DBSを含む機能外科⼿術のアップデート. パーキンソン病・ジストニア研究会, 東京, 2023年4⽉15⽇

特別講演・
招待講演 9 岩室宏⼀. DBSの歴史における古くて新しい⼤脳基底核の電気⽣理. 第29回九州・⼭⼝機能神経外科セミナー, 熊本, 2023年8⽉26⽇

特別講演・
招待講演 10 下　泰司．パーキンソン病のデバイス治療update及びハンズオン　デバイスの使い⽅を知らないで何とする．第64回⽇本神経学会学術⼤会　令和5年6⽉1⽇　千葉

特別講演・
招待講演 11 下　泰司．⾃律神経症状からみたパーキンソン病．第76回⽇本⾃律神経学会ランチョンセミナー　令和5年10⽉28⽇　埼⽟

特別講演・
招待講演 12 下　泰司．ＤＢＳハンズオンセミナー．第51回⽇本臨床神経⽣理学会　令和5年11⽉30⽇　京都


